
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  山崎・谷戸の会 
会報 第 118号 2023年 11月 5日発行 

 

お 知 ら せ 

 

 

第 4１回 秋の谷戸まつり   

11/26(日) 10：00～13：00 

  

 
お椀とお箸を 

ご持参ください！ 

12/2 (土) 12/3(日) 場所：きらら鎌倉 

第 25回かまくら市民活動フェスティバル 
 

農作物はいずれも天気次第で、豊作もあれば不作も

あり、空を見上げて一喜一憂。谷戸まつりで今秋はどん

なおいしいごちそうが提供できるか、お楽しみに。体験

コーナーも販売コーナーもますます充実してきましたよ。 

 

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=GqMbsGb/&id=5D1278731D167A239BA4C60F4FFD08AAD56F94AF&thid=OIP.GqMbsGb_EqS775xJdeXi3wEsDg&q=%e7%84%a1%e6%96%99%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e3%81%8a%e6%a4%80%e3%81%a8%e7%ae%b8&simid=608001632420170733&selectedIndex=332
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●遅くやってきた秋 

猛暑の影響か、ヒガンバナ、キンモクセイなど秋の花が咲くのが遅れました。８月にやってく

るはずのウスバキトンボ（赤トンボと間違えている人が多い）の群れが夏には見られず、10 月

になってアキアカネ（本当の赤トンボ）と混じって飛んでいました。 

●猛暑と水不足の影響 

イネ、サツマイモといった谷戸の作物が例年の 8 割から半分以下 

の収穫量になってしまいました。秋の野草が咲く季節ですが、7 月 

に草刈りをした後の生長が悪く、ツリガネニンジンは貧弱なまま花 

をつけました。植物の種類も変化が起きていてカヤツリグサなどが見られない反面、ヤブガラ

シ、メヒシバ類など一部の草は異常に繁茂しています。イナゴやカマキリ、キリギリス類が少な

く感じます。田んぼに多いクモ、ナガコガネグモの網がほとんど見つからないのが心配です。 

●30 年ぶりに戻ってきた野鳥（セグロセキレイ）と谷戸の田んぼ 

10 月 18 日、稲刈り後の田んぼでセグロセキレイを見ま 

した。谷戸が公園になる前は毎日のように来ていたセグロ 

セキレイですが、公園の整備工事が始まると、よく似たハ 

クセキレイに入れ替わってしまいました。ハクセキレイは 

都市化が進むと増える鳥なので、谷戸の環境の都市化が進 

んだ証拠とあきらめていました。セグロセキレイが 30 年 

ぶりに戻ってきたのは、谷戸の田んぼを昔のように守って 

きた成果かもしれません。谷戸の田んぼには多くの野鳥が 

訪れます。年によっては警戒心が強いタシギという鳥が越 

冬したこともあり驚きました。これは、公園整備の時に、田 

んぼの周囲にアシなど草地を残して広場から田んぼが直接 

見えないようにしたことや、周辺の散策路（山側）の幅を狭 

くして、野鳥が安心して田んぼに下りられるよう配慮した

ことがよかったのでしょう。冬でも水が残っている谷戸田をそのまま耕作しているので、ドジョ

ウやトンボの幼虫など、サギ類をはじめとする水鳥のエサ 

が豊富にあります。また田んぼの畔が昔のように維持され 

ているので、ホオジロ、カシラダカなど畔の草の実を食べ 

る小鳥も集まります。タシギのように警戒心の強い鳥は畔 

の陰に身を寄せて隠れることもできます。人手が必要な谷 

戸田は、プロの農家では維持できないでしょう。野鳥や昆 

虫が寄って来る昔ながらの田んぼを維持するために、これ 

からも当会の活動が必要です。 

 

 

自然だより ～ 変わりゆく自然 ～ 

ナガコガネグモ 

タシギ 

セグロセキレイ（目の上だけが白い） 

ハクセキレイ 雄 
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各班のお知らせ 
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舞岡公園をはじめとしてあちこちの“虫屋”から「昆虫が少ない」という声が聞かれる。確かに我が家

でも蚊がほとんどいなくて洗濯を干す身にはありがたい（庭で干すのが日課）。なのに谷戸の大根で害

虫が大発生した。“ダイコンシンクイムシ”の別名があるように、芯（生長点）に寄生して新葉を食害す

るので大根は育たずに枯死する。単に葉を食害するのと比べて悪辣だ。一匹づつピンセットでつまみ出

す手間も大変。      そろって“地獄に 

行ってもらう”ことにした。でもこ 

ういうことをしていると、いずれ 

向こうで会っちゃうかもね。 

（たのくろまめお） 

 

 

 

 

 

ハイマダラノメイガ   その節は・・・ 

 

 

谷戸の生きもの  

谷 戸 往 来 2

幼虫はヤブカラシやさといもの葉上でよく見かける。さといもの害虫だが枯死させるようなことはな

く、夜行列車のような模様は愛らしくて憎めない。そうはいっても害虫なので通常は駆除する（方法は

想像にお任せね）。ある朝我が家の門扉に一匹の成虫がいて“まさか”の光景に驚いた。“大形の蛾”が“明

るい時間”に“人が出入りする門”のしかも“取っ手横”に。        そういえば以前駆除が忍びなくて、さとい

もは食べないように言い聞かせたうえでヤブカラシの葉上に逃がしたことがあった。まさかあの時の 

幼虫が・・・ 

（たのくろまめお） 

 

 

 

 

セスジスズメ      その節は・・ 

 

 

 

 北野神社例大祭 湯立神楽 9/25(月)  

 

 

茅ヶ崎里山公園 県公園協会職員、 

茅ヶ崎里山クラブ会員 視察 9/17(日)  

 

 かまくらレンジャーズ 

9/24(日)  

 深小ふれあい広場 10/28(土)   

 鎌倉中央公園フェスティバル 

10/29(日)   

ヤブカラシ葉上 門扉の成虫 さといもを食害 
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体 験 学 習
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✤

✤
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🚩 500  

田：田んぼ班 畑：畑班 雑：雑木林管理班 

農：農芸班      自：自然遊び班  

生：生態系保全班   植：植物育成班 

〒247-0066 鎌倉市山崎 1667 鎌倉中央公園管理事務所内  

TEL/FAX 0467-47-1164 木曜を除く 10 時～16 時   

ホームページ： https://yato-yamasaki.sakura.ne.jp    

Ｅ メールアドレス：ya-yato@arrow.ocn.ne.jp    

● 次号（会報 119 号）は、２０２4 年 1 月に発行予定 

● 会費 郵便振替口座番号 00270-6-115647   

 


